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青森願も土於ける両棲類の分布

和 田 千 戒

青森麻は本州の北端に位し三両を続らすに海を以ですD東は太平洋､西は

日本海に面し海岸は津軽式にして多くは断崖を示せりo陸土は山岳に富み洩

帝林の林木繁茂せる夏緑林に富み,林中潮洞河川等の陸水豊富なるを以てこ

れに遠慮せる両棲類の種族多しミすO加之地質畢的に朝鮮海峡及Ju津軽海峡

存在するを以て彼等移動の障壁ミなり,北海道以北と著しき分布上の差異あ

り､予は大正十一年来本願産両棲類を採取したるが今回其の結果を整理した

るを以て表題の下に記述し合点諸氏の御参考に供せんミすO

青 森 原 産 両棲 類 日韓

(A)無尾目 ANURA

蜂蛤科 BUFONIDAE ･

(1) BufovulgarisformoBuS BOULENGER･ ヒキガへル

方 言 ガマモツケ (一般)ウス (臼)モツケ (上磯地方)フクダ

ゲヤアT7(上北郡六戸村)

採取地 尻呈､大間､龍飛､十二湖畔､八甲田山,内昇部森林､弘前

青森

雨蛙科 HYLIDAE

(2) Ⅱylaarboreajaponica GUENTHER. ニホンアマガへル

ー方 言 アヲビキ､アヲモツケ (一般)

採取地 大間,川内,龍飛,大湊,雲谷,八戸､三本木､岩崎

赤蛙科 RANIDAE

(3) RananigromaculatanigromaculataHALLOWELL･トノサマガへル

方 言 シマピッキ､ヤナギピッキ (津軽地方)

採取地 十二湖畔､三厩､押水湯､浅畠､碇ヶ関

(4) Ranatemporariatemporaria LINNAEUS･ エゾアカガへル

採取地 大間 (昭和九年六月)



-9-

(5) Ranatempol･ariaornativentris wERNER ヤマアカガへル

方 言 7カビツキ (一般)

採取地 十二湖畔､八甲田山､岩木山､大間､恐山,八戸､青森､

弘前､龍飛.内尾部森林

(6) Rana]laponica GUENTITER･ ニホンアカガへル

採取地 三戸郡膏市村 (昭和八年六月) .

(7) Ranarugosa SC汀LEGEL･ ツチガへJL

採取地 十二湖畔､金木､青森､三厩

(8) RllaCOPhorusschlegeliischlegelii(Guenther) BOULENGER

シユレー巾アヲガへJL

採取地 内賞部森林 (八角堂裏の池)､鮫､大間､弘前､野遠地

三本木

(9) RllaCOPhol･uSSChlegeliiarborea(OkadaetKawano) OKADA･

モリアヲガへル

方 言 アヲモツケ (卵塊をアブ又はモチミ云ふ)

採取地 八甲田山,十二湖､焚珠山､馬立場､田代温泉､鳥温泉､

萱野茶毘､大湊

(10) Pol.ypedatesbuergori (SCHLEGEL)BOULENGER･ カジカガへル

方 言 カ-ズ､カジカ (一般)

採取地 葛川下流､八甲田山寒水津_碇ケ園､奥戸､佐井､大樺迦

田代温泉､十和田湖畔宇樽部

以上の外昭和四年/i月､八甲田山寒水再検の故にで採集せし一種は Rana

tagoiタゴガへ^ミ形思習性極めて離似すO

(a) 有尾目 URODERAi

山椴魚科 SALAJVIANDIllDAE:

(1) Diemyctylus-､pyrrhogaster (BOIE). ヰモIJ

方 言 7カ-ラ (一般)カラボ (道道)

採取地 十和田湖､八甲田Ll｣(高田滝)､内尾部森林(八角堂裏の池)

大間

(2) Ⅱ.ynObiuslidlenatuS (BOULENGER)･トウホクサンセウウヲ

方 言 サンゾカジカ

採取地 内尾部森林､八甲田山､碇ケ開,充珠山､濁島､夏泊牛島

細越
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(3) Eynobiusnigrescens BATE ニッコウサンセウウヲ

方 言 サンソカジカ 地方人は卵塊を ｢戸和田(山の水冊の毒)の併｣

と辞し､其の多少により豊凶を判断する風習あり

採取地 内尾部森林､八甲田山 (鏡沼及び仙人牢)､.南都唐竹

(4) OnychodactylusjaponicuB (HOUTTUYN) ハコネサンセウウヲ

方 言 サンソカジカ

採取地 八甲田山の井戸岳及田茂通津渓流､奥戸Jll(下北郡)､佐井の

原田川､南部山形材袋

大山赦免科 AMPHJUMIDAE:

(5) 111egaloI)atrachusjaponicus (TEMMINCK) -ンザキ

方 言 オカワニ

採取地 東津軽郡高田村字月野 (大正十,一年)に出でしこI.さあ抄

以上本願には二目五科九屠八程七亜の両棲類を産することを知れり､されど

尚二､三の未同定のものあるが故に他日の整理により槍補するこI.ミミせ りb

青森額に放ける両棲類の分布就JX

本解産両棲類には熱帯要素のもの及び北地要素のもの等混成すれども'.杏

州は地理的に温帯なるを以て温存要素のもの最も多し｡而して分散状況は各

種毎に濃淡あり､最も漉きはニホンアマガへル忙しで日本海面傾 斜地 の平

地に多く海技標高二百米を抱えず､ヒキガヘルは各所に分散すれ菅も前者の

如く同一地区に焼産せず､されき平地より海按一千四首六十米の岩木山稜蒔

苗代の高地に産卵す､ トノサマガヘルは平地性にしてニホンアマガへルミ共

ic日本 海岸傾斜面地域に多く西津軽郡十二湖畔及び附正のものは我国中部

産のものミ等しく慣表面に線色の被審物を被り頗る鮮糞なりOツチガへJLは

最も少く原野の滑油に普通なるを以て通常人目に鯛るるこミ少し､エ'jアカ

ガへJLは北方系のものにして大間附延に散見し､ニホンアカガへJLは日本南

部のものにして三戸郡各地に迄北上し何れも一般に旺目せらるるに至らず､

ヤマアカガヘルは平地の水田より高山の樹林乃至点際に汎 く分布し八甲田.

十和田山中に多く海按一千五古米以上の地帯に於でも謎めらる.シ-レーダ

ルアヲガヘルは熱帯要素の一にして解下各地に認められ人家附近の水田､田

津地に多く下北郡大間は世界最北限地なり｡モリアカガヘルも熱昏要素の-

忙しで八甲田山は全国的に大規模の蕃殖地ミせらる0本解下北郡赤川村は世

界長北限地なり｡ヰモリは平地より一千四百米の高地の湖沼に棲み､トウホク

サンセウウヲも平地の水滑より一千五古米の高山に棲み､ニッコウサンセウ

ウヲは深山清流乃至一千五古米附近の湖沼に迄産卵す､バコネサンセウウヲ
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は渓流に棲み平地及高山の水滑には棲よぎるも一千五古米飴の高山中に棲息

し居れり｡ハンザ手は元来宮地に産せざるものなれども大正十一年に-尾採

集せられ､余はその模本を赦す珍奇のものとす.

今本願産両棲類分布表を掲抄全図的分布園係を示さんミす(表中×･･･分布)

標 準 和 名 樺霊朝満監 四,% 墓慧 支 備 考

ヒキガへル

ニホンアマガへル

トノサマガへル

エゾア カガへル

ヤマア カガヘル

ニホンア カガヘル

ツチガへル

シ-レーゲルア ヲガへル

モ 1)ア ヲガへル

カジカガへル

ヰ盲 1)

トウホクサンセウウヲ

ニッコウサンセウウヲ

- コネサンセウウヲ

- シザ キ(オホサンセウウヲ)I

::I.::.××;:I

××××××××;

::::xxxx;
■●●●

××XX×::::

:××;×××× ;

::::xxxx:

;:'×;××××.:

;;;;×××× ;

:::;×××9:〟●●

::::×xxx:

;三;;××××;

;;××::

::;;××;;

≡;;;××:::

;;;;××?×:

; 大間最北限

; 北方系 .

× 龍飛北限

不問南限

言 分布虞汎

三戸郡膏市 北限

三厩北限

大間北限

.: 下北郡赤川 北限
: 奥戸川北限

: 大間北限

; 下風呂北限

平館村野田 北限

; 奥戸川北限

; 珍稀品

上表により北海道以北ミの園係を見るに､北海道と共通するものは二%､朝鮮

及び清洲ミ共通するもの三%にして､他は本願を以て北限を示 し居るものな

り｡北限を示すものは熱帯系のもの及び本邦固有種にして､南限を示せるは

北方系統のエゾアカガへルあるのみなり｡ これを判然せしむるものは分布障

壁ミなる津軽海峡にしてこの海峡成立後に侍一回朝鮮ミ陸接せしこミを推察

し得べし｡要之青森解に於ける両棲類は本州特産のものに北方系のものミ南

方系のものミ相混汚せる分布相を示すものミ云ふべL｡又分布直域を本解中

央山陵を基準ミして東西に画分する時は､その東方太平洋面傾斜地は親潮の

作用を受け乾燥するを以て､両棲類の分散はその西方たる日本海面傾斜地把

比し一般に貧弱なる傾向を有せ り. この鮎より考察するに最北端なる大間に

於では茸に熱帯寒帯南系の両棲類を産するを以て顛著なりミ云ふベL｡


